試料搬送導入機利用願
九州シンクロトロン光研究センター
所　長　　　石　橋　正　彦　　様

実験責任者（自筆署名）：　　　　 　　　　　　　　　　　　　
　下記のとおり、試料搬送導入機（1台）の利用を申し込みます。なお、利用に当たっては別記（裏面）の「試料搬送導入機利用に当たっての注意事項」を遵守いたします。
	申込年月日
	　　　　年　　　月　　　日

	課題番号
	

	利用日(実験日)
	　　　　年　　　月　　　日

	利用希望期間
	　　　　年　　　月　　　日　　～　　　　年　　　月　　　日
※利用期間は、最長で利用日(実験実施日)の前後一週間程度です。

ただし、他に利用される方の関係で調整させていただく場合もございます。

	試料ホルダー
	要（　　　個送付希望）・　不要　　

	返却方法
	※該当する項目に○印を付加してください。

	
	
	・持ち帰り後、宅配便等にて送付

※持ち帰って返却される場合は、元払いの宅急便で送付してください。

	
	
	・実験中、または実験後にビームラインに返却

※実験当日に返却される場合は、当日のBL担当者と打ち合わせのうえ
ご返却ください。

	
	
	・その他（※具体的にご記入ください。）



※提出方法：郵送、持参、FAX又はメール（PDF形式等）

（別記）
「試料搬送導入機*）利用に当たっての注意事項」
試料搬送導入機の取扱い方法（取扱う試料、取付け方法、密封方法、運搬方法など）に
ついては、別添えの「試料搬送導入機取扱手順」、「試料搬送導入機 利用にあたっての注意事項」をよくお読みになり、本機の機能をよく理解してからお使いください。本機の取扱いに関して実験前に確認のご連絡をさせていただく場合があります。
なお、試料や試料搬送導入機を含む機器の汚染を防止するため、以下の点について注意をお願いします。
１　使用前

（１）腐食性のある試料は使用しないでください。
（２）ガス放出の多い試料、溶液で処理された試料等は、試料ホルダー、試料搬送導入機にセットする前に他の装置で真空引きを行い、十分脱ガスさせてから導入してください。
２　使用時
（１）試料の取付け作業は、ゴミや油などが付着しないよう清浄な作業環境下で行ってください。

（２）使用する工具も、予め十分な洗浄を行ってください。
（３）図の網掛け部位は、試料準備チャンバーへ直接入れるため、素手で触れないなど、特に取り扱いに注意をお願いします。万一、汚した場合には、エタノールで超音波洗浄を行うなど、十分な洗浄を行ってください。
（４）試料（特に粉末試料）を容器内に飛散させないでください。
（５）試料やゴミがOリングに付着した場合は、Oリングを洗浄してください。

（６）試料搬送導入機内を真空にする場合は、オイルフリーポンプを使用するなど、機内を汚さないよう注意を払ってください。
３　使用後

使用後は、試料が試料搬送導入機に付着していないことを確認し、網掛け部位はエタノールで超音波洗浄を行うなど、十分な洗浄を行ってください。また、同軸型直線導入機内もエタノールで洗浄し、清浄な状態で返却をしてください。
[image: image1.wmf]
[image: image2.bmp]
図　試料搬送導入機








